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第４４回 卒業証書授与式が行われました 

校教育目標を改定しました。さらに、生徒の皆さんがこれからの変化の著しい人生 100 年時代を生きていくうえで必要な力の

うち、３年間で身に付けて欲しい資質・能力を『Okushiriety5.0』と名付けて、「知性」「価値の創造」「人間関係形成能力」「主

体性」「ふるさとへの愛着」の５つの柱の育成を意識しながら教育活動を展開してまいりました。 

 １年間を振り返ってみますと、コロナ禍の中で、あらゆる行事や取組が中止を余儀なくされ、活動する際でもかなりの制限が

強いられました。しかし、奥尻高校では決してそれをネガティブには捉えず、例年の形での実施ができず中止も考えられた「奥

高祭」を生徒全員が楽しめる内容に変更した「体育祭的学校祭」、「１年宿泊研修」を大学や企業と連携しながらオンラインを活

用して実施した「宿泊しない研修（しな研）」、海洋・プール実習ができなかった「スクーバダイビング授業」を地引網漁・遊漁

船遊覧体験や海洋ごみ・海洋生物を探究する学習に変更するなど、学びの機会を保障しながらとにかく前に進んでまいりました。 

当たり前が当たり前にできない困難な状況の１年を通して、生徒と教員、地域が力を合わせて、まずは何とかできることを見

つけ、創意工夫しながら前進する力、これこそが今の奥尻高校の強みであることを、改めて実感すると同時に、さらに飛躍・発

展していくことができる学校であることを確信した年でもありました。 

今後も益々、生徒の皆さんが誇りを持てるような魅力・特色ある学校を目指して、本校の良き伝統を引き継ぎつつ、豊かな創

造力と New Challenges 精神で前に進み、高校生の限りない可能性を最大限に伸ばす教育を推進していく所存ですので、引き

続き本校の教育活動に対しての温かいご支援とご協力をいただきますよう、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日に本校体育館において、第４４回卒業証書授与式が行われ、３年生２１名に卒業証書が手渡されました。感染症予

防のため、在校生はオンラインでの参加となりましたが、保護者の皆様をはじめ、町長（当日出張のため副町長）、教育長に

もご臨席賜り、厳粛で温かい卒業式となりました。 

例年になく寒さが厳しかった今冬も終わりを告げ、爽やかな春の息吹を感じる季節となりました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るために、２か月遅れの６月からの開始となった２０２０年

度も、あと数日間を残すのみとなりました。本年度も、保護者の皆様や町民の皆様におかれましては、

本校の教育活動の推進に多大なご理解とご協力をいただきまして、深く感謝を申し上げます。 

今年は町立移管して５年目の節目の年として、新生奥尻高校の充実・発展期と掲げ、１９年ぶりに学



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２（２０２０）年度 学校評価の結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今年度も保護者の方々、地域の方々には大変お世話

になりました。この場を借りて、感謝申し上げます。 

また、来年度も奥高だよりを通じて、本校の教育活

動を積極的に発信していきますので、今後ともよろし

くお願いいたします。 

 
離 任 す る 教 職 員 か ら の 御 挨 拶 

校長 清 水 信 彦   大麻高校（江別市）へ 
ｏＱｏ奥尻高校、奥高生は本当に素晴らしかったです。いつもワクワクさせてくれる主体的

で創造力豊かな生徒の皆さんと教職員の皆さんに囲まれて、とても楽しく充実した日々を送る
ことができて毎日が幸せでした。そして、奥尻高校を支えてくださった保護者の皆様、奥尻町
民の皆様、奥尻高校を支援してくださっている多くの皆様方、２年間、大変お世話になりまし
た。心から感謝しております。誠にありがとうございました。今後は、奥尻高校の一人のファ
ンとして、奥高生の皆さんの活躍を祈っています。大麻から応援しています。 

教諭 成 田 冬 真        札幌国際情報高校へ 
この奥尻高校と奥尻島にお世話になって、もう５年が経ちます。私は、教員人生で最初の５年間をここ

で過ごせて心から幸せに思っています。そして、皆さんとここで出会えたことが幸せです。 

 廃校寸前だった奥尻高校に皆さんが入学してくれて、今の奥尻高校があります。皆さんの一つひとつ

の言動や表情が奥尻高校の価値を創っています。ぜひ皆さんの母校をなくさないように魅力を創ってほし

いです。ただ難しいことはないです。皆さんが、「皆さんらしく笑顔で楽しく学び遊んでいる」ことが一

番の魅力です。せっかくなら自分らしく笑顔でいてください！ 

教諭 小 栗 野 乃 佳    函館工業高校へ 

スクーバダイビングやパブリシティ、町おこしＷＳなど、奥尻高校の多くの魅力に圧倒された 1 年目を懐かしく思

います。次第に生徒の人数も多くなり、みなさんそれぞれの活躍や光る一面を見ることができ、そこから私自身も刺

激を受け学ぶことができました。その結果として、私もオクシリイノベーション事業部で一緒に走ることができたと

思いますし、花火の打ち上げや様々なことに挑戦できたのかと感じています。これから奥尻高校はますます成長して

いくと思います。離れてはしまいますが、函館の地より応援しています。４年間本当にありがとうございました。 

教諭 畠 中 健 吾    室蘭工業高校へ 

去年の春、オンライン着任式にて、緊張しすぎた結果、話す内容を忘れ、みんなに笑われたのが、昨日

のように感じます。毎日失敗ばかりで、上手くいかない日の方が多かったのですが、奥尻高校で教員人生

をスタートすることができて本当に良かったです。次の学校では、着任式の挨拶をビシッと決めて最高の

スタートダッシュを切りたいと思っていますので、本土に戻るフェリーに揺られながら、挨拶を考えます。 

最後に、親切にご指導していただいた職員の皆様や、多方面にあたりご支援いただいた地域の皆様への

感謝を申し上げます。 

教諭 塩 澤 良 太    國學院高校（東京都）へ 

 「海賊王におれはなる!!!」「俺は天下の大将軍になる男だ」「火影はオレの夢だから」 物語の主人公には大きな野望

があります。人生の主人公はあなた自身です。輝くために目標を見つけてください。夢に向かい頑張ることで、挫折と

感動を味わうことができます。平凡な生き方も良いですが、たった一度きりの人生、自分の可能性に挑戦してみてくだ

さい。ルフィも、信も、ナルトも常に成功だけではありません。失敗や悔しさを経て強くなりました。失敗を恐れずに

進んでいきましょう。 

養護教諭 青 木 こ こ ろ    登別市立幌別小学校 

実は、奧尻高校に配属されると決まる前、友達と、「勤務先は奥尻とかだったらいいなぁ。」なんて話をしていまし

た。希望通り奥尻になって、想像していたよりも綺麗な海、豊かな自然に囲まれて、この１年間たくさん成長すること

ができたと感じています。 

私が授業をした、「性に関する講話」は覚えていますか？「自分と相手は違うこと」「自分自身を大切にすること」

「人はグラデーションであること」を伝えてきました。奥尻高校ではこれを実感する機会がたくさんあると思います。

この機会を生かして、健やかに、残りの高校生活を過ごしていって欲しいと思います。どうかお元気でいてください。 

 
2 ヶ月と少しという短い期間でしたが、奥尻高校での私にとって初めての学校保健活動

は、本当に楽しい毎日で、皆さんには感謝でいっぱいです。生徒・教職員の皆さんの元気・
情熱・すごい力に圧倒されることの連続で、事あるごとに感動の涙が流れました。後半は
新型コロナウイルス対策で消毒おばさんとして校内をウロウロしていましたが、4 月から
は普通のおばさんとして島内をウロウロしていますので、見かけたら声をかけてください
ね。 


